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発行日 令和 3年 7月 1日

発 行 相模原市立光が丘公民館

住 所 相模原市中央区並木4-7-9
電 話 042-756-1117
光アDヾ丘公民館区 (光 /〕 丘`・並木。青葉。緑が丘)

人□ 16,669(男8,225 女8,444)
世帯  7,579(R36」 現在)
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きらきらが見つかるよ

新型コロナウイルスの
感染状況により変更に
なる可能性があります

その他月 体育部 文化部 青少年部

7

11日 (日 )

★あそびましょう
17日 (土 )

○○教養講座①
(日程調整中)

こども料理教室
(日程調整中)

わくわく実験教室

ハЖ
〕

28日 (土 )

趣味掘り起し
講座①

2日 (月 )

ヒップホップダンス

夏休み事業調整中

9

12日 (日)  ~″
ファミリーバ ドミン トン講習会

19日 (日 )

ファミリーバ ドミン トン大会

25日 (土 )

趣味掘り起し
講座②

「光が丘 YOU
―友学級」

(高齢者学級)

10月 6日 (水)～

11月 23日 (火 )

く全 8回>
宝上圧型五■星重正

=重
主主

★詳しくは、8月 1日 発行

のチラシをこ覧ください。

10

31日 (日 )車いすベタンク講習会 体育部主催 文化部・青少年部協力事業

23日 (土 )

OO教養講座②
10日 (日 )

バス社会見学

17日 (日

市民健康

2日 (土 )・ 3日 (日 )文化展

24日 (日 )ボッチャ 3専門部・地区社協共催

3日 (日 )

★あそびましょう
)

まつり

成人学級
(秋頃の開催予定)

7日 (日 )

バス八イキング
14(日 )

ペタンク講習会
★あそびましょう
21日 (日 )

ペタンク大会

28日 (日 )

こどもまつり
高齢者学級準備委員会の様子

★あそびましようは、「ビーチボールとファミリーバドミントンであそびましょう」の略です。
ビーチボールは状況を見て開催します。

文化展作品募集
7月 17日 (土)～ 8月 24日 (火 )

開 催 日 10月 2日 (土 )・ 10月 3日 (日 )

募集内容 絵画・書道・写真 。手工芸等

対  象 光が丘公民館利用団体、ま

たIよ館区内在住の方 (個人)

申込方法 光が丘公民館にある「晨示

計画書」に記入の上、窓□へ。

調整会議 9月 4日 (上)午後 7時 30

分より (作品の展示場所等

を調整しますので、こ出席

ください。)

安全に遊ぺるよう準備してし1ます

フ
ア
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

練
習
会

５
月
９
日

（日
）
、
光
が
丘
小
学

校
体
育
館
を
お
借
り
し
、
光
が
丘
公

民
館
体
育
部
で
、
参
加
者
受
け
入
れ

を
想
定
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
練
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
や
備
品
の
消
毒
や
、
手
順
確

認
を
、
今
回
は
体
育
部
員
と
そ
の
家

族
の
み
で
行
い
讀
し
た
。

１
年
ぶ
り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
、
執
筆
し
て
い
る
た
だ
い

ま
全
身
筋
肉
痛
で
す
。
（体
育
部
長
行
木
）

使用前後にラケットを消毒

目学萩ン

変更があつた場合は、公民館ホームページ等で

お知らせいたします。

―
―
―
―
―
↓
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光
が
丘
公
民
館
の
運
営
を

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
を
紹
介
し
aレ

よ
（敬
称
略
）

広げよう 出あい Slれあい 尊ぴあい
公
民
館
運
営
協
議
会
委
員

（２４
名
）

や

（学
識
経
験
者
）

（公
募
委
員
）

（相
模
原
交
通
安
全
協
会
）

（老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

（弥
栄
中
学
校
）

（光
が
丘
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（学
識
経
験
者
）

（光
が
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（青
葉
小
学
校
）

（緑
が
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

（青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
）

（交
通
安
全
母
の
会
）

（社
会
福
祉
協
議
会
）

（子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
）

（健
康
づ
く
り
普
及
員
協
議
会
）

（ひ
か
り
連
合
自
治
会
）

（利
用
団
体
協
議
会
）

（上
溝
団
地
連
合
自
治
会
）

（公
募
委
員
）

（相
模
原
弥
栄
高
等
学
校
）

（青
葉
地
区
自
治
会
連
合
会
）

（学
識
経
験
者
）

（公
民
館
長
）

利
用
団
体
協
議
会
運
営
委
員

（９
名
）

会
　
長
　
西
本
　
敬

副
会
長
　
木
名
瀬
　
和
泰

坂
本
　
き
よ
か

委
　
員
　
丼
上
　
公
生

加
藤
　
智
子

坂
本
　
泰
代

伊
藤
　
み
す
ず

菊
池
　
直
人

佐
々
木
　
広
美

体
育
部
員

（３６
名
）
　

　

∵

部
　
長
　
行
木
　
秀
文

（ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

副
部
長
　
山
田
　
良
治

（ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

石
月
　
光
子

（公
民
館
推
薦
）

矢
武
　
浩
　
（並
木
４
丁
目
自
治
会
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

行
木
　
秀
文
　
　
福
田
　
友
子

山
田
　
良
治
　
　
池
田
　
敦

和
泉
田
　
博
　
　
佐
藤
　
俊

一

日
出
　
辰
徳
　
　
山
田
　
夕
里
香

文
化
部
員

（１７
名
）

部
　
長
　
矢
□
　
績

（公
民
館
推
薦
）

副
部
長
　
辻
　
平
古

（公
民
館
推
薦
）

青
少
年
部
員

（３０
名
）

部
　
長
　
佐
伯
　
行
弘

副
部
長
　
浅
見
　
幸
世

奥
村
　
美
香

山
田
　
明
樹

青
少
年
指
導
委
員

佐
伯
　
行
弘

林
　
尚
子

（青
少
年
指
導
委
員
）

（公
民
館
推
薦
）

（青
葉
地
区
自
治
会
連
合
会
）

（公
民
館
推
薦
）

鹿
内
　
〓我
敬

林
　
富

一

有
田
　
早
苗

石
坂
　
美
智
子

丼
手
上
　
俊
郎

於
茂
田
　
良
平

久
保
　
高
志

小
林
　
直
子

駒
村
　
み
よ
し

坂
部
　
喜
代
美

佐
々
木
　
広
美

星
　
宣
子

松
下
　
奈
美

二
部
　
卓
之

曲
澤
　
忠
治

山
田
　
盛
二

加
賀
谷
　
育
子

大 大 江 稲
橋 谷 森 田

友 尚 克 容
美 功 弘 子

西 新 中 角 新
本 美 條 田 原

敬 博 奈 康 主
一 美 夫 計

七

ゞ

玉

さ
主

喪

旧

い
―

ヽ

三

⊃

【

ヽ
〓
Ｋ
〓
曽
〓
ヨ

，
■
劇
リ

ー

す

ヒ
』
゛
”
・〓
二
、
Ａ
２
ヽ
自
ｂ
ｒ
‥
”Ｖ

ｉ
ｌ
卜
」
卜
ヽ
ヽ
′
´

廻職
難

た
く
さ
ん
の
部
員
す
べ
て
の
方
の
お
名
前

を
こ
こ
に
載
せ
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

^ 

′`

館
報
編
集
委
員

（８
名
）

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
作
成
委
員

（４
名
）

委
員
長
　
新
原
　
主
計

委
　
員
　
坂
原
　
美
紀

藤
中
　
道
朗

田
中
　
耀
人

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（７
名
）

代

　
表

芳
賀
　
貞
江

高
橋
　
守

一

久
保
田
千
恵
子

坂
□
　
久
子

お
鷺

し
な
る
ノ

よ
う
ι
〈轟

鈴 中 岸
木 島 本

孔 前 幸
子 子 雄

Ｆ

フ

オ

コ

ー

ー

委
員
長
　
芳
賀
　
貞
江

委
　
員
　
〈フ
井
　
俊
男

公民館正面掲示物作成中 |

完成作品を是非

こ覧ください。

山
田
　
盛
二

石
月
　
光
子

関
戸
　
戒
子

小
川
　
ツ
ミ

佐
々
木
　
広
美

平
野
　
幸
弘

前号の館報掲載後

仲間が増えました

見事に咲いた孔雀サポテン

′`

0
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0
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轟

器
騨̈

生
活
応
援
講
座
①

キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス
講
座

第
２
弾

講
師
の
名
倉
　
邦
恵
氏

（税
理
士

・
行

政
書
士
）
に
よ
り
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
」
と
題
し
、
メ
リ
ツ
ト

・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

還
元

・
利
用
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス
ア
プ
リ
の
種
類
や
決

済
手
段
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
を
選

択
す
る
か
は
個
人
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

「キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス
」

と
言
わ
れ
て
も
馴
染

み
づ
ら
い
方
が
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
１
つ
１
つ

挑
戦
し
て
み
る
こ
と

は
必
要
で
あ
り
、
使

い
慣
れ
れ
ば
充
実
す

る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
を
持
つ
事

が
出
来
ま
し
た
。

（文
化
部
副
部
長
　
辻
）

５
月
１５
日

（
土
）
大
会
議
室
に
て
、

「
キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス
講
座
　
第
２
弾
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
１
月
に
第
１
弾
を
開
催
。
好
評
の

た
め
、
今
年
１
月
に
第
２
弾
を
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
今

回
は
、
そ
の
時
申
込
み
の
あ
っ
た
１６
名
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

″
　

―

幽感染対策を万全にして実施

ツ

貧

Ｉ

多

ｆ

食

ｌ

Ｖ

１

１

ｌ

ｃ

‥

厚
生
勢
働
大
臣
憲
彰

光
が
丘
地
区
民
生
委
員

・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
　
西
田
　
洋
子
氏

民
生
委
員

・
児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
４
年
１２
月

に
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
”
年
目
の
活
動
を
迎
え
ら
れ

た
西
田
さ
ん
が
、
こ
の
度
長
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
功
労
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

近
年

一
段
と
高
齢
化
が
進
む
光
が
丘
地
区
に
お
い

て
、
地
域
が
抱
え
る
福
祉
課
題
の
解
決

・
推
進
に
は

民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
尽
力
は
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す

職
員
の
異
動

着
任
　
嶋
田
　
干
代
子

地
域
の
方
に
も
見
て
い
た
だ
く
機
会
を

高
校
生
の
絵
画
を
展
示

光
が
丘
公
民
館
内
の
階
段
の
壁
に
、
相

模
原
弥
栄
高
等
学
校
美
術
部
の
生
徒
さ
ん

の
絵
画
を
飾

っ
て
い
る
の
を
こ
存
じ
で

よ
う
か
。
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年

７
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
。
「全
国
大
会
に

灘

向
け
て
、
日
々
、

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
覧
く

だ
さ
い
。
」
と
顧

間
の
横
山
先
生
。

生
徒
さ
ん
の
力

作
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

小
山
公
民
館
よ
り

異
動
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
と
た
く

さ
ん
活
動
し
た
い
と

思

い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま

す
。退

職
　
西
川
　
睦１３

年
間
も
の
長
い
月

日
を
今
振
り
返
れ
ば
楽

し
い
思
い
出
ば
か
り
で

す
。

皆
様
か
ら
受
け
た
温
情
は
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
私
の
心
の

糧
と
な
り
、
生
き
る
力
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

L_1 ゴ́ で し

陽
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運動

自然との61れ台い
水と緑の回魏公園を歩いてみよう I

0
3
●
3
●

編集薔員のおすすめコース
「道保川公園」
所在地 上溝 :359
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光が丘

公民館

野鳥や山野草、水生動植物観察

気持ち
スッキリ
ストレスも
解消

およそ

100段の

階段下り

足元注意陽光台

公民館

マスクを

はずして

深呼吸

亀ヶ池

八幡宮

清々しい

森林浴と

環境保全

の勉強に

花
と
緑
で
い
っ
ば
い
！
光
が
丘
①

並
木
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

〔並
木
ひ
ば
り
２
丁
目
公
園
　
花
壇
〕

今
回
は
、
市
ま
ち

・
み
ど
り
公
社
が

主
催
す
る

「花
の
試
ち
づ
く
り
花
壇
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
数
回
受
賞
歴
の
あ
る

「並

木
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

「会
を
発
足
し
て
１８
年
。
現
在
は
２６

名
で
週
２
回
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
き

れ
い
に
見
え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
」
と
大
重
　
学
さ
ん
。
「令
和
元
年

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
銅
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
次
回
は
銀
賞
、
金
賞
を
取
る

こ
と
を
励
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
受

賞
さ
れ
た
他
の
花
壇
を
見
て
勉
強
も
し

て
み
た
い
で
す
。
」
と
意
欲
的
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

作
業
が
終
わ
る
と
、
毎
回
広
場
で
ペ

タ

ン
ク

を

楽

し

み

ま

す
。
こ
の
交

流
が
、
心
和

ま

せ

る

花

壇

づ

く

り

に

繋

が

っ

て

い

る

の

で
す
ね
。

夏
体
み
の
学
習
に
使
わ
れ

る
本
、
お
よ
び
課
題
図
書
は

早
め
の
こ
予
約
を
お
勧
め
し

ま
す
。

◆
自
由
課
題
の
お
す
す
め
◆

「だ
れ
で
も
作
れ
る
万
華
鏡
」

「
パ
パ

マ
マ
つ
く

っ
て
―
遊

べ
る
学
べ
る
段
ボ
ー
ル
お
も

ち
ゃ
」

３
月
の
公
民
館
ま
つ
り
で

実
施
予
定
の

「ブ

ツ
ク
フ
ェ

ア
」
の
寄
付
本
受
付
は
中
止

し
て
い
ま
す
。

図 書 室 情 報

コ
ロ
ナ
ｐ
一　
稀
有
な
現
実
に
衝

撃
を
受
け
、
不
安
の
中
１
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。

世
界
中
の
人
々
の
英
知
が
感
染

防
止
に
挑
み
、
終
患
を
願
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
未
だ
先
は
見
え
ま
せ

ん
。こ

ん
な
時
の
、
私
達
の
時
間
、

地
域
の
良
さ
を
共
有
し
、
体
を
動

か
し
元
気
を
保

つ
事
に
使
い
ま

し
よ
う
。
面
白
い
事
、
素
敵
な
場

所
の
情
報
等
、
公
民
館
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
順
次
紹
介
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（Ｈ
）

と

っ
て
だ
し
の
答
え

一
Ｄ
ド
イ
ツ

デ
ビ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
主
に
使
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

，
）

編 集 後 記

※次回の館報「ひかりがおか」|よ 令和 3年 11月 1日発行予定です。
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